
［ 出典 ： 産経新聞 平成25年8月1日（山陰） ］

三瓶ダムの洪水調節効果（平成25年7月30日） ～三瓶川の水位を約２．２ｍ低下～
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○7月30日の前線豪雨により、島根県の三瓶川では降り始め（7月30日5時）からの7月30日9時までに流域平均総雨量約190mm（時間

100mmの雨量）を観測し、三瓶ダムへの最大流入量は約187m3/sを記録しました。

○今回の防災操作により、三瓶ダムでは最大約187m3/s の流入に対して、下流河川への流量を最大で約170m3/sをカットしました。

○この結果、ダム下流大田市中心部の長久地点（大田市長久町付近）では、水位を約2.2ｍ低下させることができ、計画高水（H.W.L)
以下で安全に洪水を流すことができたものと推定されます。
※計画高水位（H.W.L) ： この水位を超えると、堤防の決壊等、重大な災害が発生する可能性が高くなる
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